
 

 

 

 

 

 

 

 

 新たな農業振興の取組紹介および柿試食イベント 

かつらぎ町では、地域の中で生まれた未利用資源を地域の農業に活用し、持続可能な農業の推進や地

域農業の振興を目的とした新しい取り組みを進めています。 

その一環として、東洋ライスとの包括連携協定に基づき、町内の学校給食などで使用されるお米「金

芽米」の製造過程で生まれる副産物を再資源化した有機質肥料「米の精」を、町内の農業者の皆さまに

活用いただき、野菜や果物などの栽培に役立てています。 

今回のイベントでは、こうした取組を紹介するとともに、かつらぎ町を代表する特産品である柿のう

ち、「米の精」を肥料として活用して栽培された柿を実際に試食していただきます。また、柿生産者の方

から栽培の取組についてお話を伺います。 

 

１．日 時 ： 令和８年１０月４日（日） 午前 １０時００分から１０時３０分 

 

２．場 所 ： 「道の駅 くしがきの里」(和歌山県伊都郡かつらぎ町滝５３−１) 

 

３．出席者 ： かつらぎ町長 中阪 雅則  

紀農人株式会社 代表取締役社長 西岡 宏倫 

（道の駅 くしがきの里の指定管理団体） 

かつらぎ町 農林振興課長 木村 直也 

柿の生産者 勝岡 成悟 

 

４．詳 細 ： 10:00 開式後（町長挨拶、西岡社長挨拶、農林振興課長挨拶） 

10:15 柿の試食（町長らが、町内小中学生と一緒に柿を試食します） 

記念撮影 

10:22 生産者へのインタビュー 

10:25～10：30 閉会 

 

5．共 催 ： かつらぎ町、道の駅くしがきの里 

 

令和８年９月１８日 

資 料 提 供 

担当課 （室） かつらぎ町農林振興課 

担 当 者 中野 清美 

電話 （代表） 0736-22-0300（内線）2100 

当日は、中阪町長と町内小中学生が一緒に柿を試食するほか、柿生産者から栽培の取組につい

てお話を伺います。地域資源の活用を通じた持続可能な農業と、地域農業の振興につなげる新た

な取組にご注目ください。 

見どころ・ポイント 


